
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○「自ら考え判断し、表現できる児童生
徒」を育成するための授業改善

○「授業が分かりやすい」と肯定的に回
答した生徒90％以上
○家庭学習に進んで取り組んでいる生
徒90％以上
〇「個々の能力を伸ばすようなきめ細か
な指導を行っている」回答した教員90％

・基礎・基本の定着の徹底
・「授業づくり1・2・3」を踏まえた分かる授
業を目指した指導方法改善
・家庭学習の定着に向けた指導

B

・「授業が分かりやすい」の質問に肯定的な回答を
した生徒は93％であった。
・「学校の先生から出された宿題をしている」の質
問に肯定的な回答した生徒は96％と高かったが、
「自主学習（宿題以外）に取り組んでいる」の質問
に肯定的な回答した生徒は、71％と低かった。
・家庭学習の時間が1時間未満の生徒の割合が
37％で、粘り強い指導を行う必要がある。

B

・学力向上は各人の能力などもああり、すぐ
成果が上がることは難しいと思うが、小中合
同の研修など力を合わせて推進してほしい。
・家庭学習時間の増加については、家庭との
協力が必要。
・自分で課題を見つけ、取り組むことの大切さ
を身に付けて欲しい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

〇「無言清掃・係の仕事・ボランティア活
動等に積極的に取り組んだ」と肯定的に
回答した生徒90%以上
〇「友達と協力する気持ちや思いやりを
もって接している」と肯定的に回答した生
徒90%以上
〇学校生活や家庭での生活の中で、誰
かの役にたっていると感じる生徒が90％
以上

・QUを活用した学級づくり
・道徳・学活の計画的な実施と充実
・学校行事等における生徒が活躍できる
場の充実

B

〇「無言清掃・係の仕事・ボランティア活動等に積極的
に取り組んだ」と肯定的に回答した生徒は9７%であっ
た。今後も生徒会を中心にこれらの活動を引き継いで
いくことが大切である。
〇「友達と協力する気持ちや思いやりをもって接してい
る」と肯定的に回答した生徒は99%で、ほとんどの生徒
が協力的に思いやりをもって接していると感じている。
〇学校生活や家庭での生活の中で、誰かの役にたって
いると感じる生徒が78％であった。

A

〇今の世の中、大人も子どもも思うようになら
ない。ストレス解消など多方面にアドバイスが
必要。
〇「他人の立場で考える」ことを日頃から身に
付けて欲しい。
〇思斉の郷まつりや町民体育祭などのボラン
ティア活動は頼もしく思う。今後も続けて欲し
い。
〇思斉の生徒は素直で思いやりがある。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇「学校が楽しい」と肯定的に回答した
生徒90%以上
〇「学校は、いじめ問題について未然防
止、早期発見・早期対応に努めている」
と肯定的に回答した保護者90%以上
〇「いじめ防止について組織的な対応が
できている」と肯定的に回答した職員90%
以上

・人権集会やいじめ・いのちを考える日
の開催
・毎月の「心のアンケート」の実施
・教育相談の定期的な実施及び充実
・情報モラル教育「ひまわり講座」の実施
・いじめ対応に関する研修の実施

B

・「学校が楽しい」の質問に肯定的な回答した生徒
は、85％であった。
・「学校は、いじめ問題について未然防止、早期発
見・早期対応に努めている」の質問に肯定的な回
答した保護者は90％であった。
・「自分の悩み事や困ったことがあるとき、先生は
話を聞いてすぐに相談・対応してくれる」の割合は
91％だった。

A

・いじめの早期発見はなかなか難しい思うが、
アンケートなど相談しやすい言いやすい方策
を常に心がけて欲しい。
・今後も、早期発見対応していただいて欲し
い。
・しっかり取り組まれている。

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と肯定的に回答した生
徒90％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」と
肯定的に回答した生徒90％以上
●「自分にはよいところがあるとあると思
う生徒」が90％以上

・学校行事等をはじめとして、生徒一人
ひとりの活躍の場の設定と振り返り活動
の充実
・総合学習やキャリア教育を通して、自
己の生き方を考える機会の設定と振り
返り活動の充実

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」
の質問に肯定的な回答した生徒は前期同様90％であっ
た。
・「将来の夢や目標を持っている」の質問に肯定的な回
答した生徒は77％で、9年生は82％であった。
・「自分にはよいところがあるとあると思う生徒」の質問
に肯定的な回答した生徒は、学年が上がるほど高くなり
9年生で80％であった。

B

・人は褒められるとうれしいもの。マイナス面
を叱るのではなく、プラス面を褒めて指導して
欲しい。
・夢や希望をもてるようにもっと多くの大人と
関わったり経験したりする機会があればよい。
・しっかり対応してもらっている。

●運動習慣の改善や定着化
●望ましい生活習慣の形成

●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で420分以上である生徒90％
以上
〇「健康にバランスのとれた食事は大切
である」と肯定的に回答した生徒90％以
上

・規則正しい生活（食事）、適度な運動習
慣等を身に付ける指導の充実
・保健便りの定期発行による健康に関す
る意識の啓発 B

・「授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で420
分以上」である生徒は58％であった。
・「健康にバランスのとれた食事は大切である」と肯定的
に回答した生徒は95％以上だった。
・家庭において「規則正しい生活ができるよう努めてい
る」の割合は82％となり、前期より下がり、指導していく
必要がある。

B

・中学生のころは体も伸び盛りで、体を鍛え、
食事には特に指導が必要である。
・部活動未加入の生徒、部活動引退後の生
徒も身体を動かす楽しさを知って欲しい。
・運動はできていると思う、あとは生活習慣で
ある。

〇安全に関する資質・能力の育成 〇交通安全教室や防犯教室等の講話
など、「安全教育を通して、命を守る行
動について理解できた」と肯定的に回答
した生徒90％以上

・交通安全教室、防犯教室及び避難訓
練の実施

B

・「学校内だけでなく、学校外でも危険から身を守
る行動をとっている」と回答した生徒が95％だっ
た。
・しかし、まだまだ自転車の並進やあご紐のゆる
みについては、今後も引き続き指導をしていく必要
がある。

B

・交通安全など社会のルールを守ることはと
ても大事なこと。命を大切にしてほしい。
・交通安全に対する意識をより強めて欲しい。
・自転車の並進（通学路）はまだ多い。挨拶は
よくしてくれる。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・定時退勤日の設定
・部活動休養日の設定
・職員の時間外勤務状況を把握して適
切な指導を行う。

B

・年間を通して月80時間以上の時間外在校勤務
の職員はゼロだった。
・全員年休取得が、14日以上まではできなかっ
た。しかし、全員が5日以上の年休取得はできた。 B

・今の社会、学校に限らずどこの職場も大変である。
お互い助け合って仕事をして欲しい。
・職場環境改善は今後も取り組んで欲しい。
・人で不足で先生方の負担が大きいのは承知してい
ますが、さらに業務改善が進み、地域との連携も深
まり、ご負担軽減されることを期待している。

○コンプライアンスの意識の向上 ○本校職員の関わる事件・事故の発生
ゼロを維持する。

・職員会議毎に「ゼロの日」の実践の継続
・講師を招き、服務に関する研修会の実施
・声かけを大切にして、お互いに見守り合う
体制の充実

A

・職員朝会や職員会議毎に「ゼロの日」の実践の
継続を計画的に行うことができた。
・職員の加害事故ゼロ、不祥事もゼロだった、病休
者もゼロだった。

A
・教職、素晴らしい仕事だと思う。誇りをもって
頑張て欲しい。
・しっかり取り組まれていると思う。

●特別支援教育の充実

○配慮を要する生徒への支援の充実 ○「配慮を要する生徒への支援の充実
に取り組んだ」と肯定的に回答する教員
90％以上

・特別支援教育に関する職員研修会等
の実施
・ケース会議の開催、関係者間での情
報共有
・特別支援学校巡回相談の実施

A

・「配慮を要する生徒への支援の充実に取り組ん
だ」と肯定的に回答する教員は100％になり、全職
員が個に応じた指導や支援を意識して行ってい
る。
・関係機関との情報交換や巡回相談を実施し、校
内の支援体制や個に応じた支援の充実を図ること
ができた。

A

・支援を要する生徒の指導はケースごとに異
なるので、とても気配りが必要。
・しっかり取り組まれていると思う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒指導（教育相談）の
充実

○共感的な人間関係の育成に向けた取
組の充実

〇「日頃から生徒とのコミュニケーション
を重視し、生徒の悩みに直ちに応える体
制をつくっている」と肯定的に回答した教
員90%以上
〇「友達関係に満足している」と肯定的
に回答した生徒90%以上

・SC、サポート相談員、SSW等との連携
強化及びその連携を踏まえた教育相談
部会の実施
・ケース会議の開催、関係者間での情
報共有
・教育相談の定期的な実施及び充実

A

・「生徒のよいところやできるようになったことを認
め、称賛している。」と肯定的に回答した教員
100％であった。
・「友達関係に満足している。」と肯定的に回答し
た生徒97％であった。
・定期相談等から、学年及び学校全体での情報共
有を行い、対応策を考え支援することができた。

A

・日頃から生徒とのコミュニケーションが大事
だと思う。意思の疎通が大事である。
・丁寧にしっかり対応してもらっている。

〇郷土を誇りに思う教育

〇家庭・地域と連携した教育活動の充
実

〇「郷土のよさに気づくことができた」と
肯定的に回答した生徒90%以上
〇「地域や社会をよくするために何かし
てみたいと思う」と肯定的に回答した生
徒90%以上

・ボランティア活動や小学部との交流活
動、地域連携による体験活動の実施
・思斉学の活用及び思斉学検定の実施
・地域行事に関する周知徹底と参加推
進

B

・「郷土のよさに気づくことができた」の質問に肯定的な
回答した生徒は91％であった。
・「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う」
の質問に肯定的な回答した生徒は83％で、若干増え
た。引き続き、地域と一緒に行事に取り組み、自己肯定
感や自己有用感を育んでいく。

A

・郷土を誇りに思う心は、地域に溶け込み参加す
ることから始まると思う。
・地域イベント等によく参加してもらっている。今後
も続けてもらいたい。
・自治会毎の催事にも参加し、いろいろな知識を
獲得、広めて欲しい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立思斉中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・自主的な学習習慣が弱いので、何が課題なのかを考える癖をつけて、自分から学ぼうとする意識をもたせていきたい。
・生徒が、夢や希望をもって何事にも前向きに取り組んでくれるように指導をしていきたい。
・久保田は江戸時代から文武両道の地域。今一度、見賢思斉の精神で指導をしていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・９年間を見通した児童生徒の育成を図るため、学校行事をはじめとして、様々な活動を通して小中一貫教育の充実に努める。義務教育９カ年で地域や母校への愛着心や自己肯定感等を育んでいく。

・学力向上については、小中校内研究会やお互いの授業参観を通して授業改善に取り組んでいる。次年度も小中合同の研修会等を通して、小中連携を図りながら、家庭学習の習慣化と内容の充実を図る指導も継続していく

必要がある。

・全体的には落ち着いた学校生活を送っている。次年度も家庭や地域と課題を共有し、連携の強化を図る。

２　学校教育目標 『「見賢思斉」の精神で、たくましく未来を切り拓く児童生徒の育成』

３　本年度の重点目標

１　夢や目標をもち、それに向かって粘り強く取り組む生徒の育成

２　いのちを大切にし、思いやりの心をもって人に接する生徒の育成

３　生徒理解を基盤とした生徒指導の充実


